
主
要
旅
行
業

社

年
度
実
績

総
取
扱
額
は
４
％
増

前
年
超
え

社
、２
ケ
タ
増
４
社



業界の受け入れサービス底上げを
岡
山
県
支
部

公
式
キ
ャ
ラ
に
岩
﨑
さ
ん

バ
ニ
ラ
エ
ア
、
代
女
性
に
訴
求

訪
日
台
湾
人
客
増
で
連
携

Ｊ
Ｒ
東
と

Ｊ
Ａ
Ｌ
　

現
地
旅
行
社
を
共
同
運
営

近ツー個人
「
お
と
な
旅
」を
発
売

メ
イ
ト
、
歳
以
上
限
定
で

「
き
た
か
み
」船
上
で

石
ノ
森
ワ
ー
ル
ド
展

太
平
洋
Ｆ

「
夏
休
み
」企
画

小
学
生
を
招
待

阪
急
交
通
社

「
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
」

大
阪
で
２
日
間
開
催

Ｊ
Ｒ
西
日
本

成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス

富
士
急
行
線
と
直
通

来
年
の
販
売
開
始

早
期
割
引
も
実
施

プ
リ
ン
セ
ス

る
る
ト
ラ
販
売
で

日
本
航
空
と
提
携

ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ

松
本

大
阪
間

８
月
に
季
節
運
航

Ｊ
Ａ
Ｌ

松田良治さん

　

支
部
の
特
徴
は
。

　
会
員
数
は
１
０
６
社
。
会

員
相
互
の
協
力
体
制
が
自
慢

で
す
。
ツ
ア
ー
客
の
事
故
な

ど
、
ど
こ
か
の
会
員
旅
行
会

社
で
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は

他
の
会
員
が
一
致
協
力
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
。

　
岡
山
県
は
、
倉
敷
や
後
楽

園
と
い
っ
た
名
所
が
多
く
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
フ
ル
ー

ツ
が
と
れ
る
な
ど
、
観
光
素

材
が
と
て
も
豊
富
で
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
県
と
比

べ
、
県
内
に
来
る
お
客
さ
ま

の
対
応
が
観
光
業
界
と
し
て

う
ま
く
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
所
属
会
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

研
修
会
の
充
実
や
、
県
内
の

宿
泊
・
観
光
施
設
と
協
力
し

た
着
地
・
発
地
の
取
り
組
み

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と

県
の
観
光
業
界
全
体
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
社
、
稲
荷
交
通

（
岡
山
市
）
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
１
９
６
３
年
に
タ
ク
シ
ー

と
し
て
創
業
し
、

年
に
バ

ス
事
業
を
開
始
、

年
に
バ

ス
事
業
の
認
可
を
取
得
し
、


年
か
ら
旅
行
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
バ
ス
を
使
っ
た
日

帰
り
旅
行
を
中
心
と
し
た
受

注
型
企
画
旅
行
に
注
力
し
て

い
ま
す
。

　
社
長
方
針
と
し
て
、
旅
行

者
に
安
心
・
安
全
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
バ
ス
運

転
手
の
社
員
に
旅
程
管
理
者

資
格
を
取
得
さ
せ
て
い
ま

す
。
運
転
手
と
添
乗
員
が
お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
ま

た
協
力
し
、
楽
し
い
旅
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
で
す
。

（３） 第２７５４号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）６月１４日（土曜日）

　
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
は


日
、
仙
台
港
停
泊
中
の
「
き

た
か
み
」
船
内
で
、
「
船
上

の
石
ノ
森
ワ
ー
ル
ド
」
と
題

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
石
森
プ
ロ
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
企
画
で
、
「
東
北
を
応

援
す
る
気
持
ち
を
込
め
て
開

催
す
る
」
と
同
社
。

　
漫
画
家
・
故
石
ノ
森
章
太

郎
氏
は
宮
城
県
出
身
。
当
日

は
氏
の
作
品
の
複
製
原
画
展

示
、
平
成
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の

シ
ョ
ー
や
握
手
会
、
子
ど
も

向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
う
。

　
募
集
人
員
は
５
５
０
人
、

参
加
費
無
料
。

日
ま
で
募

集
す
る
。

　
き
た
か
み
は
太
平
洋
フ
ェ

リ
ー
が
保
有
す
る
３
隻
の
中

で
最
も
長
く
活
躍
し
て
い
る

船
舶
。
総
ト
ン
数
約
１
万
４

千
㌧
で
、
旅
客
定
員
は
７
８

１
人
。

かんこ踊

　
阪
急
交
通
社
は
こ
の
ほ

ど
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
向
け
の
夏

休
み
無
料
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
、
募
集
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
。

　
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
「
阪
急
阪

神
　
ゆ
め
・
ま
ち
チ
ャ
レ
ン

ジ
隊
２
０
１
４
」
の
一
つ
と

し
て
開
催
。
種
目
は
フ
ラ
ッ

グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
。

　
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
ベ
ー
ス
に
、
タ
ッ
ク
ル

の
代
わ
り
に
腰
に
付
け
た
フ

ラ
ッ
グ
を
取
る
チ
ー
ム
ゲ
ー

ム
。
７
月

日
、
西
宮
市
の

深
津
小
で
開
催
す
る
。

人

を
募
集
。
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
教

室
は
同

日
、
西
宮
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
。
２
回
行

い
、
計

人
を
募
集
す
る
。

　
バ
ニ
ラ
エ
ア
は
４
日
、
バ

ニ
ラ
エ
ア
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
び
ト
モ
（
旅
の
友
だ

ち
）
」
に
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
な
ど
で
活

躍
す
る
モ
デ
ル

の
岩
﨑
名
美
さ

ん
＝
写
真
＝
の

起
用
を
発
表
し

た
。
モ
デ
ル
と

し
て
培
っ
た
流

行
感
度
の
高
さ

を
生
か
し
、
岩

﨑
さ
ん
の
公
式

ブ
ロ
グ
な
ど

で
、

代
の
女

性
を
対
象
に
情
報
を
発
信
し

な
が
ら
旅
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
。

　
同
企
画
は
、
異
業
種
の
企

業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
顧
客
に
心
地
の
い
い
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
す
「
バ
ニ
ラ

の
オ
ト
モ
ダ
チ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
発
展
形
と
し
て
、


代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

展
開
す
る
タ
イ
ア
ッ
プ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
。

　
同
日
、
岩
﨑
さ
ん
の
紹
介

で
バ
ニ
ラ
エ
ア
の
公
式
シ
ュ

ー
ズ
に
ワ
コ
ー
ル
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ン
プ
ス
「
サ
ク
セ
ス
ウ

ォ
ー
ク
」
が
採
用
さ
れ
た
こ

と
も
発
表
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
５
月

日

と
６
月
１
日
、
大
阪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
５
階
の
「
時

空
の
広
場
」
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
「
地
域
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
と
の
共

生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
。
同
社
管
内
地
域
で
、
守

ら
れ
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統

芸
能
を
、
多
く
の
人
々
に
披

露
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
交
流
や
地

域
文
化
の
発
展
、
地
域
の
魅

力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　
西
日
本
エ
リ
ア
の
貴
重
な

伝
統
芸
能
の
数
々
に
多
く
の

来
場
者
が
詰
め
か
け
た
。
初

日
は
、
「
備
中
た
か
は
し
松

山
踊
り
」
（
岡
山
県
）
、

「
能
勢
人
形
浄
瑠
璃
」
（
大

阪
府
）
、
「
黒
田
節
・
博
多

の
四
季
・
博
多
ど
ん
た
く
」

（
福
岡
県
）
、
「
勝
山
左
義

長
ば
や
し
」
（
福
井
県
）
、

「
越
中
八
尾
『
お
わ
ら
』
」

（
富
山
県
）、「
か
ん
こ
踊
」

（
石
川
県
）
を
披
露
。
２
日

目
に
は
、
「
向
峠
神
楽
」

（
山
口
県
）
、
「
麒
麟
獅
子

舞
」
（
鳥
取
県
）
な
ど
が
上

演
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

な
ど
他
の
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
の
広
場
に
設
置
さ

れ
て
い
る
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で

も
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
伝
統
芸

能
の
放
映
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
富
士
急
行

は
７
月

日
か
ら
９
月

日

ま
で
の
土
休
日
、
特
急
「
成

田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を
初
め

て
富
士
急
行
線
へ
直
通
運
転

す
る
。
富
士
山
と
周
辺
を
観

光
す
る
訪
日
外
国
人
の
利
便

性
向
上
を
図
る
。

　
運
転
区
間
は
、
Ｊ
Ｒ
成
田

空
港
駅
と
富
士
急
河
口
湖

駅
。
１
日
１
往
復
で
、
下
り

は
成
田
空
港
発
午
前
９
時


分
で
河
口
湖
着
午
後
０
時


分
。
折
り
返
し
の
上
り
は
河

口
湖
発
午
後
２
時

分
で
成

田
空
港
着
午
後
５
時

分
。

途
中
、
空
港
第
２
ビ
ル
、
東

京
、
新
宿
、
大
月
な
ど
の
各

駅
に
停
車
す
る
。

　
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ

は
４
日
、
来
年
の
日
本
発
着

ク
ル
ー
ズ
を
販
売
し
た
。
新

コ
ー
ス
の
追
加
に
加
え
、
船

上
予
約
で
早
期
予
約
割
引
額

が
２
倍
に
な
る
な
ど
の
特
典

を
設
け
、
需
要
開
拓
を
図
っ

て
い
る
。

　
来
年
は
人
気
コ
ー
ス
の
沖

縄
と
台
湾
周
遊
、
北
海
道
周

遊
に
加
え
、
世
界
遺
産
・
富

士
山
を
仰
ぐ
清
水
港
に
寄
港

す
る
コ
ー
ス
や
、
神
戸
発
着

５
日
間
・
横
浜
発
着
６
日
間

で
釜
山
を
訪
れ
る
気
軽
な
シ

ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
で

き
る
「
現
役
世
代
も
乗
船
し

や
す
い
日
程
を
増
や
す
」
と

い
う
。

　
今
年

月
末
ま
で
の
予
約

で
最
大
２
万
円
引
き
と
な
る

「
早
期
予
約
割
引
」
を
実
施

す
る
。
さ
ら
に
、

月
末
ま

で
に
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー

ズ
の
全
て
の
客
船
に
乗
船

中
、
日
本
の
旅
行
会
社
を
指

定
し
て
来
年
の
ク
ル
ー
ズ
を

船
上
予
約
す
る
と
、
割
引
額

が
２
倍
、
最
大
４
万
円
引
き

と
な
る
「
ダ
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
」
を
適
用
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
日
本
航
空

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
３
日
、
訪
日

外
国
人
向
け
事
業
の
拡
大
を

目
指
し
提
携
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
が

グ
ル
ー
プ
会
社
を
通
じ
て
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
台
湾
に
あ
る
旅
行
子

会
社
に
出
資
し
、
共
同
で
事

業
運
営
を
行
う
。

　
両
社
は
今
後
、
台
湾
市
場

を
中
心
に
、
鉄
道
と
航
空
を

組
み
合
わ
せ
た
訪
日
旅
行
商

品
を
開
発
、
販
売
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
グ
ル
ー
プ
の
び
ゅ

う
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
ル

パ
ッ
ク
が
全
額
出
資
す
る
子

会
社
の
創
造
旅
行
社
（
台
北

市
）
に
出
資
、
７
月
中
に
株

式
の

％
を
取
得
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
は
、
首
都
圏
や
関

西
に
比
べ
て
訪
日
外
国
人
が

少
な
い
東
北
や
北
関
東
な

ど
、
首
都
圏
以
外
の
営
業
エ

リ
ア
へ
の
送
客
増
を
目
指

す
。
鉄
道
の
魅
力
を
前
面
に

出
し
た
訪
日
旅
行
商
品
の
展

開
も
計
画
し
て
い
る
。

　
台
湾
か
ら
の
訪
日
客
は
増

加
傾
向
で
、
今
後
も
安
定
的

に
訪
日
客
が
見
込
め
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
は

提
携
に
踏
み
切
っ
た
。
今
回

の
提
携
を
き
っ
か
け
に
、
両

社
は
中
長
期
的
に
は
、
台
湾

だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
全
体
の
訪
日
客
取
り
込
み
を
進

め
て
い
く
方
針
だ
。

　
観
光
庁
が
５
月

日
に
発

表
し
た
主
要
旅
行
業

社
の

２
０
１
３
年
度
旅
行
取
扱
状

況
年
度
総
計
（
速
報
）
は
、

総
取
扱
額
が
前
年
度
比
３
・

７
％
増
の
６
兆
４
８
５
５
億

２
８
５
０
万
円
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
、
国
内
旅
行
が
同

６
・
０
％
増
の
４
兆
１
３
１

７
億
８
５
４
０
万
円
、
海
外

旅
行
が
同
０
・
１
％
減
の
２

兆
２
７
０
５
億
２
１
９
４
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

１
％
増
の
８
３
２
億
２
１
１

７
万
円
だ
っ
た
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
度
実
績

を
上
回
っ
た
の
は
、

社
中


社
だ
っ
た
。
２
ケ
タ
増
は

４
社
。

　
分
野
別
で
見
る
と
、
国
内

旅
行
は
取
り
扱
い

社
中


社
、
海
外
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
外
国
人
旅
行

は
取
り
扱
い

社
中

社
が

前
年
度
実
績
を
上
回
っ
た
。

　
総
取
扱
額
の
四
半
期
別
の

前
年
度
同
期
比
は
、
第
１
四

半
期
（
４
～
６
月
）
が
０
・

６
％
増
と
低
調
だ
っ
た
。
第

２
四
半
期
（
７
～
９
月
）
は

３
・
３
％
増
、
第
３
四
半
期

（

～

月
）
は
５
・
８
％

増
、
第
４
四
半
期
は
（
１
～

３
月
）
は
４
・
９
％
増
加
し

た
。
国
内
旅
行
は
年
間
を
通

し
て
前
年
実
績
を
超
え
た
。

海
外
旅
行
は
第
３
、
第
４
四

半
期
が
前
年
実
績
を
超
え

た
。
外
国
人
旅
行
は
年
間
を

通
し
て
大
き
く
数
字
を
伸
ば

し
、
通
年
で
２
ケ
タ
増
加
し

た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
は
、
総

取
扱
額
が
同
３
・
７
％
増
の

１
兆
７
４
９
８
億
３
４
７
９

万
円
だ
っ
た
。
内
訳
は
国
内

旅
行
が
同
７
・
１
％
増
の
９

８
３
０
億
３
１
０
２
万
円
、

海
外
旅
行
が
同
０
・
５
％
減

の
７
６
２
９
億
１
４
３
７
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

５
％
増

億
８
９
４
０
万

円
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
国
内
旅
行
が
同
３

・
７
％
増
の
３
７
６
４
万
５

０
６
１
人
、
海
外
旅
行
が
同

９
・
９
％
減
の
３
９
３
万
９

６
０
７
人
、
外
国
人
旅
行
が

同

・
３
％
増
の

万
４
３

０
４
人
で
、
総
計
で
は
同
２

・
３
％
増
の
４
１
７
８
万
８

９
７
２
人
だ
っ
た
。

　
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
日
本
航

空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と
国
内
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
「
る
る
ぶ
ト
ラ

ベ
ル
」
の
販
売
に
関
し
て
提

携
。
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
レ
ー
ジ

バ
ン
ク
」
（
Ｊ
Ｍ
Ｂ
）
会
員

が
Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
提
携
ホ
テ
ル
予
約
を
経
由

し
、
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
宿
泊

商
品
を
購
入
す
る
と
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
マ
イ
ル
を
た
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
。

　
５
月

日
か
ら
、
る
る
ぶ

ト
ラ
ベ
ル
の
国
内
宿
泊
１
予

約
に
対
し
て

マ
イ
ル
が
た

ま
る
。

　
提
携
開
始
を
記
念
し
、

「
Ｊ
Ｍ
Ｂ
ト
リ
プ
ル
マ
イ
ル

＆
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
実
施
。
８

月

日
ま
で
１
予
約
で
た
め

ら
れ
る
マ
イ
ル
を
３
倍
の
１

５
０
マ
イ
ル
に
す
る
ほ
か
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
ポ
イ
ン

ト
、
ｅ
Ｊ
Ａ
Ｌ
ポ
イ
ン
ト
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
円
分
を
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
信
州
ま
つ
も
と

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
（
伊

丹
）線
が
８
月
の
１
カ
月
間
、

季
節
運
航
便
と
し
て
運
航
を

再
開
す
る
＝
写
真
は
チ
ラ

シ
。
１
日
１
往
復
で
片
道
約


分
。
同
路
線
は
２
０
１
０

年
５
月

日
で
航
行
が
廃
止

さ
れ
て
い
た
。

　
運
航
ダ
イ
ヤ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

２
２
７
１
が

時

分
伊
丹

発
、

時

分
松
本
着
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
２
２
７
２
便
は
松
本
発


時
発
伊
丹
着
が

時

分

着
（
予
定
）
。

　
運
航
会
社
は
ジ
ェ
イ
エ
ア

（
Ｊ
‐
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
。
運
航
機

材
は
Ｅ
Ｒ
Ｊ

（

席
）
、

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）と
同
一
機
材
。

　
大
人
普
通
運
賃
（
片
道
）

２
万
５
９
０
０
円
。
先
得
割

引
タ
イ
プ
Ａ
（
搭
乗
日
の


日
前
ま
で
・
４
週
間
前
の
同

様
日
ま
で
）
の
場
合
、
１
万

８
３
０
０
円
と
な
る
。

　
関
西
圏
に
は
夏
山
な
ど
夏

の
信
州
旅
行
を
提
案
。
長
野

県
か
ら
は
大
阪
の
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
な
ど
の
旅
行
を
提
案

し
て
い
る
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
６
日
、
メ
イ
ト
の

特
別
プ
ラ
ン
「
プ
レ
ミ
ア
ム

メ
イ
ト
　
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

優
雅
な
お
と
な
旅
」
の
販
売

を
開
始
し
た
＝
写
真
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
。
そ
の
時
期
や
そ

の
場
所
で
し
か
経
験
で
き
な

い
こ
と
や
も
の
に
こ
だ
わ

り
、
い
つ
も
よ
り
少
し
ぜ
い

た
く
な
旅
を
し
た
い
と
い
う

需
要
に
応
え
た
。
申
し
込
み

は

歳
以
上
と
し
た
。

　
ゆ
っ
た
り
旅
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
Ｊ
Ｒ
や
マ
イ

カ
ー
を
使
っ
た
コ
ー
ス
で

は
、
出
発
時
間
や
商
品
に
よ

っ
て
は
行
程
の
ア
レ
ン
ジ
を

可
能
に
し
た
。
タ
ク
シ
ー
観

光
付
き
の
コ
ー
ス
も
用
意
。

　
例
え
ば
、
往
路
観
光
特
急

「
し
ま
か
ぜ
」
で
行
く
伊
勢

神
宮
新
宮
参
り
３
日
間
プ
ラ

ン
で
は
、
お
伊
勢
さ
ん
観
光

案
内
人
に
よ
る
ガ
イ
ド
や
徳

川
美
術
館
の
一
般
非
公
開
の

茶
室
見
学
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠

島
で
は
特
別
観
覧
室
で
の
海

女
の
実
演
見
学
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン

の
旅
行
代
金
は
９
万
９
９
０

０
～

万
７
９
０
０
円
。


